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2019年9月豊田試験所リニューアルオープン
国内初 ドイツ自動車業界規格「LV124」全試験項目に対応

　環境試験の受託試験サービスを提供する豊田試験
所（愛知県豊田市）が、新たな試験設備を導入してリ
ニューアルオープンしました。2019年9月に開所式を
開催し、車載機器メーカーを中心とするお客さまや報
道関係者など約100名にご参加いただきました。
　開所式では、試験所見学として、試験設備を実際に
ご覧いただきながら各試験の内容や特徴、当社の試験
技術についてご紹介しました。

　近年、日本の車載機器メーカーではグローバル化に
伴って国際規格をはじめとする各種規格への対応が必
要となるなど、試験が多様化しています。今回リニュー
アルした豊田試験所は、国内で初めてドイツ自動車業
界規格「LV124 PartⅡ」の全試験項目に対応できるよ
うになりました。また、国際規格やメーカー各社の独自
規格など、お客さまの多岐にわたる試験を最新の試験
設備と専門知識・技術でサポートします。

トレーニングスタジオに
低酸素発生装置を納入

　兵庫県芦屋市にオープンした高地トレーニングスタ
ジオ「30peak 芦屋」に低酸素発生装置を納入しまし
た。低酸素発生装置は、当社独自の「環境創造技術」によ
り、高地の低酸素環境を再現する装置です。低酸素環境
で運動することで心肺機能や運動能力の向上を図る
「高地トレーニング」を行うことができます。30peak 芦
屋では、標高2,500m相当の低酸素環境を再現。短時間
でより効果的なトレーニングが可能で、利用者の健康増
進などに役立てられています。

2018年11月ベトナムに新会社を設立
ASEAN地域のテクニカルサポート体制を強化

　ベトナムのハノイに製品メンテナンスや予防保全な
どのテクニカルサポートを行う新会社「ESPEC ENGI-
NEERING VIETNAM CO., LTD.」を設立しました。
近年ベトナムでは、エレクトロニクスや自動車関連企業
の投資が活発化しています。当社は、中期経営計画「プ
ログレッシブ プラン2021」においてASEANを重点拡
大地域と位置づけています。ベトナムでの新会社設立
により、テクニカルサポート体制を強化し、ASEAN地域
のお客さまにより良いサービスを提供してまいります。

ESPEC ENGINEERING VIETNAM CO., LTD. 高地トレーニングスタジオ 「30peak 芦屋」

試験所見学開所式 豊田試験所
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生物多様性ワーキンググループ
生物多様性アクション大賞「優秀賞」を受賞

大阪府男女いきいき事業者表彰
「男女いきいき優秀賞」を受賞

　私たちは「電機・電子4団体※環境戦略連絡会 生物多
様性ワーキンググループ」に参画し、業界団体で連携し
て生物多様性保全活動を推進しています。このワーキン
ググループの取り組み「企業が取り組むはじめての生物
多様性－Let’s Try Biodiversity！」が、生物多様性アク
ション大賞※2018 つたえよう部門「優秀賞」を受賞しま
した。生物多様性保全に初めて取り組む事業者に向けた
手引書の制作に加え、COP14（気候変動枠組条約締約
国会議）のサイドイベントで
事例発表するなど、生物多
様性条約やSDGsに積極的
に参画している点が評価さ
れました。

　2019年1月に大阪府の「男女いきいきプラス」認証を
取得し、同年8月に第2回大阪府男
女いきいき事業者表彰「男女いき
いき優秀賞」を受賞しました。女性
管理職比率の増加や研修実施な
どの実績が評価されました。

2019年1月「輝く女性の活躍を加速する
男性リーダーの会」行動宣言に賛同

　代表取締役社長が、内閣府支
援の「輝く女性の活躍を加速する
男性リーダーの会」行動宣言に
賛同しました。ダイバーシティの
推進や社員が持てる力を発揮で
きる環境づくりに取り組みます。

日本経済新聞社
2019年版「環境経営度調査」で85位

　日本経済新聞社の2019年版「環境経営度調査」製造
業ランキングにおいて、85位に評価されました。「環境
経営度調査」は、日本経済新聞社が1997年から年1回
実施している、企業の環境対策と経営を両立させる取り
組みを評価する調査です。

2019年2月サステナビリティレポート2018
環境コミュニケーション大賞 「優良賞」を受賞

　サステナビリティレポート
2018が環境省、一般財団法
人 地球・人間環境フォーラム
主催「第22回環境コミュニ
ケーション大賞」の環境報告書
部門「優良賞」を受賞しました。

新技術開発棟の建設に着工
技術開発力強化と生物多様性保全を推進

　神戸R&Dセンター（兵庫県神戸市北区）の敷地内にお
いて新技術開発棟の建設に着工しました。産学官連携な
ど、オープンイノベーションの促進により技術開発力を
強化するとともに、生物多様性保全の推進を図り、持続
的な成長を目指します。屋上には、六甲北部の在来種に
よる草地を育成し、既存のエスペックの森（在来苗木を
植樹し育てた森）やビオトープなどとの調和を図ります。
新技術開発棟は、2020年5月より稼働する予定です。

新技術開発棟 全景（イメージ図）

電機・電子4団体：一般社団法人日本電機工業会（JEMA）、
一般社団法人電子情報技術産業協会（JEITA）、一般社団法人
情報通信ネットワーク産業協会（CIAJ）、一般社団法人ビジネ
ス機械・情報システム産業協会（JBMIA）

※

生物多様性アクション大賞：国連生物多様性の10年日本委員会
(UNDB-J)主催

※

2019年5月

14ESPEC CORP.
Sustainability Report

2019




